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科学技術の状況に係る総合的意識調査（定点調査 2010） 

総合報告書（2011 年５月科学技術政策研究所） 

（抜粋） 

 
 
■科学研究費補助金にかかわる質問 

○ 科学研究費補助金制度においては、2006 年度の調査から引き続き、応募課題に対し

て公正で透明性の高い審査が行われているとの結果である【問 45】。 
○ 中間および事後評価の仕組みが、優れた研究の更なる発展を支援するのに役立って

いるかという点についても、問題はないとの認識が第３期科学技術基本計画中に継続

している【問 46】。 
○ 科学研究費補助金の使いやすさについては、第３期科学技術基本計画期間中に大き

な改善を見せた。2006 年度調査から一貫して指数が上昇し、2010 年度調査では、ほ

ぼ問題のない状況となっている。 
 評価を上げた理由として、「入金時期も早まり、年度繰り越しの書類手続きも簡便に

なってきているため（大学、所長・部室長クラス、男性）」など年度間繰越が可能と

なったことを挙げる意見が多く見られた。【問 47】 
（※科学技術システム定点調査の中で、最も指数の上昇が顕著な質問であった。） 
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■競争的資金全般 

○ 「我が国の競争的資金の体系が、優れた研究に対して研究の発展段階に応じ、継続

性を保ちつつ支援することができるよう整備されているか」「プログラム・オフィサー

（PO）、プログラム・ディレクター（PD）の機能が十分に機能しているか」という質 

問については、2006 年度と 2010 年度調査の回答に有意な差は見られない。【問 53・
問 54】。 

○ PO・PD 制度の機能を十分に発揮させるために、障害となることについて聞いた問

では、PO・PD の人材確保の必要性や研究者のキャリアパスに PO・PD を位置付ける

必要があるといった意見が見られた。 
○ 研究費配分のルール作り、研究機関の責任の明確化、問い合わせへの迅速な対応な

どについての競争的資金の配分機関の取組は、2006 年度調査においてもまずまずの状

況であったが、第３期科学技術基本計画期間中に改善を見せ、ほぼ問題のない水準と

なった。【問 56】 
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■大学における研究資金、スペース、研究支援者の状況 

○ 基礎研究を行う環境については、研究資金、研究スペース共に不十分との結果が 2006
年度調査から引き続いており、この認識に変化はない。研究支援者については、著しく

不十分との結果が 2006 年度調査から引き続いている。 
研究資金について評価を下げた回答者の多くが、運営費交付金の削減を理由として挙

げている。  
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